
 

 

 

 

 

東京都では「働き方改革」への取組として、「未来型オフィス」の考え方を取り入

れた職員室の改修を進めています。令和 6 年度から高等学校のモデル校で進められ

ており、本校も今年度、特別支援学校のモデル校として改修が行われました。 

多摩桜の丘学園の職員室の改修では、職員間のコミュニケーションのさらなる活

発化と業務の効率化による働きやすさの向上を通して、教職員が健康に働き、より良

い教育活動につながることを目的としました。 

具体的には、これまで教職員の座席は固定でしたが、学部や学年でグループを作

り、その中で毎日自由な座席を使用することにしました。職員室全体のレイアウトも

見直しました。職員室中央にプリンターを置き、印刷の利便性を高めました。職員室

内に打ち合わせスペースを多く設定し、情報共有や相談をしやすく、スピーディーに

対応できるようになりました。 

職員室の改修と合わせて、ペーパレス化をはじめとした業務改善も行いました。デ

ータでの閲覧や保存を進めることで、必要なデータへのアクセスが容易になり、業務

効率を高めるとともに、紙資料を少なくすることで情報管理の徹底につながってい

ます。 

今回モデルケースとして改修していただいたことに感謝し、新しい職員室を大切

に使いながら、児童・生徒の教育活動のさらなる充実へとつなげていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員室改善プロジェクト 

木目の机と白のロッカーで明るい職員室 正面と柱にモニターを設置して情報共有 

職員同士のコミュニケーションを促進する様々なスペース 


